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76 CIRAS Discussion Paper No. 68 『カラム』の時代Ⅷ──マレ ・ームスリムの越境するネットワーク
の伝承による真正ハディース）
　もう一つハディースを挙げる。
　「神の御使いはおっしゃった。『アブド・アッラ ・ーイ
ブン・ウマルは、ザカート・フィトラをハリラヤの２、
３日前に徴収者に送っている』」（マーリクの伝承によ
る真正ハディース）
　さらにもう一つハディースを挙げる。
　「教友らはハリラヤの１日か２日前にフィトラを支
払っている」（ブハーリーの伝承による真正ハディース）
　これらのハディースは、大勢の教友らがラマダンの
月末にザカートを支払っていたことを示しており、も
しそれが禁じられていたとすれば、彼らはそうはしな
かっただろう。
　最善なのは、ハリラヤの早朝までにフィトラを払う
ことである。しかし、それを慈善として寄付するとい
う方法は除く。なぜなら、その方法だとその施しはハ
リラヤの後で分配されることになり、単なるサダカ
の一つに過ぎなくなるからである。この説明について
は、アブ ・ーダウード、イブン・マージャ、そしてアル
＝ダルクトニーの伝承によるハディースの中で言及
されており、フィトラを後日に支払うことは罪に当た
り、そのためのカダ ［ー埋め合わせ］はない。
　フィトラの受け取り手については、コーラン「改悛」
の章第60節に記されているように、８つのグループに
分類されている。
　「まことにザカートは、以下のためのものに他ならな
い。１）貧者、２）困窮者、３）ザカートの徴収者（アミー
ル）、４）心を惹き付けられた人（改宗者）、５）奴隷の解
放のための資金、６）債務者、７）アッラーの道のため
の資金、８）困窮した旅行者、である。これらはアッラー
の定め給うた義務である」11）
　モスクやマドラサ［宗教学校］の建設といった公共
の事業にフィトラを使うことはアッラーの道のため
に含まれるが、ハディースに従えば、ザカート・フィト
ラにおいて優先されるのは貧者である。
　貧者の定義についてはウラマーらの間で解釈の対
立がある。しかし明らかなことは、上述のハディース
にあるように、貧者とは一日（日夜）の食事にありつく
ことのできない人々のことを言う。
　困窮者の定義であるが、次のようなハディースが
ある。
　「『御使い様、困窮者とは誰のことですか？』神の御使
いはおっしゃった。『十分な財産を持ってはいないが、
人々にその状況を知られてはいないがゆえにサダカ
を施されることがなく、彼らもまたそれを世間に乞わ
ない者たちのことである』」（ブハーリーとムスリムの
伝承による真正ハディース）
　アミールとは、ザカートを徴収する者のことであ
る。アミールは、たとえ裕福であろうとザカートを受
け取ることができる。なぜなら、それは賃金として与
えられるからである（８つのグループの一つに含まれ
る）。しかし、カディやイマーム、あるいはウラマーは、
もし財産があるならばザカート・フィトラを受け取る
ことは許されない。
　改宗者についてだが、たとえ裕福な人物であったと
しても、イスラムへの改宗を期待し、その人物を懐柔
するためにザカートの一部を施すことは許されてい
る。イスラムに入信したがまだ信仰心が固まっていな
い者に対しても、たとえ彼らが裕福であっても、懐柔
するためにザカートを施すことが許されている。
　奴隷を解放するための資金はザカートから出すこ
とが許されている。
　債務者に関してだが、ウラマーは次のように述べて
いる。
１） 個人の負債を返済することができない者は、それ
を払うためにザカートを受け取ることが許されて
いる。
２） 個人や集団を和解させるために負債した者は、た
とえ裕福であったとしても、その借金を返済する
ためにザカートを受け取ることが許されている。
　アッラーの道のためのザカートについては、既に述
べた。
　旅人に関してだが、それは旅の途中にあって旅費が
尽きた者のことを言う。
　ザカートは、こうした８つのグループのために分配
することが義務付けられている。８つのグループの誰
に対してでも分配することができるとする見解もあ
るが、一方でコーラン「改悛」の章60節で記されている
ように、不可欠な者への分配を優先することが望まし
いとする意見がある。
Q.332（35-02）
都市へ行く道中、ある店に礼拝用の敷物が掛けてある
のを目にしました。その敷物には、首に十字架を下げ、
手に穴が空いた預言者イエスの絵が描かれていまし
11） 「（集まった）喜捨の用途は、まず貧者に困窮者、それを徴集し
て廻る人、心を協調させた人、奴隷の身受け、負債で困ってい
る人、それにアッラーの道、旅人、これだけに限る。これはアッ
ラーのお取きめ」『コーラン（上）』pp.312－313。
77資料編「千一問」試訳
た。そのような敷物を我々は礼拝の際に用いても許さ
れるのでしょうか。また、誰がそのような敷物を作る
のでしょうか。
A.332
それはあなたの勘違いだと我々は確信している。その
ような布は礼拝用の敷物ではなく、キリスト教徒によっ
て作られた宗教用の旗あるいは壁掛けに違いない。
　あなたの質問は実におかしい。イスラム文様の入っ
た礼拝用の敷物は、果たしてこの世に存在しないのだ
ろうか。なぜあなたは、それが明らかにイスラム文様
の敷物ではないにも関わらず、わざわざ質問してきた
のだろうか。
　イスラム教の礼拝に使う敷物には、マスジド・ハラー
ム［メッカの聖モスク］やメディナの絵が描かれてい
る。しかし、礼拝に集中したい人々は、礼拝中の心の平
穏の邪魔になるとして、色とりどりの絵が入った敷物
を使おうとしない。様々なモスクで見られるように、
彼らは白い布を重用し、それを礼拝時に敷いている。
Q.333（35-03）
私は『礼拝の秘訣』という本を読みました。その本に
は、絵が描かれた、あるいは礼拝中に気が散るような
模様が入った布の上で礼拝することはマクルーフで
あると書かれていました。では、モスクの絵が描かれ
ている礼拝用の布もマクルーフなのでしょうか。
A.333
先の回答で述べたように、モスクの絵であろうと、柄
の入った布は集中力と心の平穏の阻害となる。
　このことは、アナス（彼女に神のご満悦あれ）によっ
て伝えられている。
　「アーイシャ（彼女に神のご満悦あれ）の家には一枚
の壁掛けが飾られていました。そこで神の御使いは彼
女におっしゃいました。『その壁掛けの絵は私の礼拝
の邪魔になるから、私から見えないよう上げてしまい
なさい』」
　目の前に絵の入った壁掛けがあると礼拝の邪魔に
なるのであれば、平伏礼をとる場所に敷かれた布に絵
が書かれていたならばとりわけである。
　明らかに、モスクが描かれた敷物を使用することは
許されているが、心がより安定して集中できるよう、
白い布を使うのがよい。
Q.334（35-04）
断食中の人が日中に水浴びすることは許されますか。
それにより断食が無効になることはありませんか。
A.334
イスラム法には、ラマダン月の間、日中に水浴びする
ことで断食が無効になることを示す文言はない。
　それどころか、アーマッドとアブ ・ーダウードの伝
承による真正ハディースには以下のように述べられ
ている。
　「預言者（彼に神の祝福と平安あれ）の教友の一人が
言った。『預言者は断食中であったが、暑さゆえに頭に
水を掛けていらっしゃるのを見た』」
Q.335（35-05）
例えばシンガポールのモスクでは、イマームらは、はっ
きりと声に出して礼拝のニーアを唱えています。しか
し、ハディースの中ではニーアを声に出して唱えるこ
とは明らかにビドアであるとされています。その行為
が誤りであると知りつつも、それに従うことはどうな
のでしょうか。もしそれに従わなければ、きっと金曜
の集団礼拝を果たすことができません。同意見を探す
ことはとても困難なので、どうかこれに関する法につ
いてご説明下さい。
A.335
イマームの誤った礼拝に追従したとしても、それは合
法である。その根拠として、次のような使徒ムハンマ
ドのお言葉がある。
　「イマームらはあなた方のために礼拝をする。もし彼
ら（の礼拝）が正しければ、それによりあなた方の報酬
となり、もし彼ら（の礼拝）が誤っていたとしたら、そ
れはあなた方の報酬となるが、（誤りは）彼ら（自身）と
なる」（アーマッドとアル＝ブハーリーの伝承による
真正ハディース）
